
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成28年８月10日

【四半期会計期間】 第69期第１四半期（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

【会社名】 株式会社　三城ホールディングス

【英訳名】 PARIS MIKI HOLDINGS Inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　多根　裕詞

【本店の所在の場所】

東京都中央区銀座一丁目７番７号

同所は登記上の本店所在地であり、実際の業務は「最寄りの連絡場所」で

行っております。

【電話番号】 －

【事務連絡者氏名】 －

【最寄りの連絡場所】 東京都港区港南四丁目１番８号

【電話番号】 ０３（５７８１）６０１８

【事務連絡者氏名】 経理チーフ　　吉田　公彦

【縦覧に供する場所】 株式会社　三城ホールディングス　姫路事務所

（兵庫県姫路市飾磨区三宅一丁目138番地）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社　三城ホールディングス(E03249)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結
累計期間

第68期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　６月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　６月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （百万円） 13,822 12,669 53,727

経常利益 （百万円） 686 25 174

親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）

（百万円） 323 △99 △601

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 363 △267 △930

純資産額 （百万円） 39,552 37,089 37,811

総資産額 （百万円） 53,032 50,358 51,067

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期（当期）純

損失金額（△）

（円） 6.28 △1.93 △11.69

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 73.9 73.1 73.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第68期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第69期第１四半期連結累計期間及び第68期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）当第１四半期の経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間における国内の経済状況は、為替や金融市場の動きなどによる経営環境の不透明感が

増していることもあり、全体的には緩やかな悪化傾向が続いている状態であったと見られます。

　小売業におきましても、個人消費の伸び悩みやインバウンド消費の頭打ち感が出てきたこともあり、足踏み状態

であると見られました。

　当社グループの国内事業におきましても、客数が伸び悩み、売上高も前年を下回る状況が続いております。

　この前期末の傾向から抜け出すためには、目先にとらわれないしっかりとした店舗戦略と信頼を積上げていく必

要があると考えており、その計画を実行に移しているところです。

　主要子会社であります㈱三城におきましても、不採算店舗の退店による売上高の減少だけでなく、既存店舗も前

年を下回っているなか、抜本的な改革を進める計画に基づき、店舗セグメントごとの大幅な改装や品揃えの見直

し、それぞれの客層に合わせた社員教育など、積極的な取組みを始めました。

　それらの取組みは、施策に基づき改装を行った店舗から徐々に成果が見え始めておりますが、まだ全体を底上げ

するには時間がかかると見られ、投資が先行することもあって利益に貢献するのはもうしばらく先になると見込ん

でおります。

　海外子会社におきましては、東南アジア地域は堅調で利益を確保しておりますが、中国、韓国は国内の経済環境

や小売マインドの変化などにより厳しい状態が続いており、海外法人合計の営業利益は前年を下回る結果となって

おります。

　また、為替の急激な変動により、営業外における為替差損が216百万円計上されたことで、親会社株主に帰属す

る四半期純利益も前年を下回る結果となっております。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間におきましては、売上高12,669百万円（前年同期比8.3％減）、営業利

益96百万円（前年同期比84.7％減）、経常利益25百万円（前年同期比96.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純

損失99百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益323百万円）となりました。

 

　報告セグメント情報の状況は、次の通りであります。

　1）日本

国内の売上高は10,933百万円（前年同期比8.7％減）、セグメント利益102百万円（前年同期比85.4％減）と

なりました。

　2）海外

海外の売上高は1,805百万円（前年同期比9.9％減）、セグメント損失6百万円（前年同四半期はセグメント損

失0百万円）となりました。

 

（2）財政状態の分析

　総資産は前連結会計年度末に比べ709百万円減少して50,358百万円となりました。これは主に流動資産における

現金及び預金が2,092百万円増加したものの、有価証券が511百万円、長期預金が2,000百万円減少したことによる

ものです。

　負債は前連結会計年度末とほとんど変らず13,269百万円となりました。

　純資産は前連結会計年度末に比べ722百万円減少して37,089百万円となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における、グループ全体の研究開発活動費の金額は17百万円です。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 223,000,000

計 223,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成28年６月30日)

提出日
現在発行数（株）
(平成28年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 56,057,474 56,057,474
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式。単元株式数は

100株です。

計 56,057,474 56,057,474 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成28年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（旧商

法に基づき発行された転換社債の転換を含む。）により発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額（百万
円）

資本準備金残
高（百万円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 56,057,474 － 5,901 － 6,829

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 4,574,200 －

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式。

単元株式数は100株です。

完全議決権株式（その他） 普通株式 51,354,800 513,548 同　上

単元未満株式 普通株式 128,474 －
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式。

発行済株式総数 56,057,474 － －

総株主の議決権 － 513,548 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数20個）含まれ

ております。

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合　計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の　割　合（％）

株式会社三城

ホールディングス

東京都中央区銀座

一丁目７番７号
4,574,200 － 4,574,200 8.16

計 － 4,574,200 － 4,574,200 8.16

　（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が900株（議決権の数９

個）あります。なお、当該株式数は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含

まれております。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,693 17,786

受取手形及び売掛金 2,966 3,052

有価証券 814 302

商品及び製品 10,237 10,469

原材料及び貯蔵品 1,138 1,162

繰延税金資産 509 505

その他 1,269 1,214

貸倒引当金 △167 △140

流動資産合計 32,461 34,352

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,965 2,928

機械及び装置（純額） 15 38

工具、器具及び備品（純額） 1,285 1,260

土地 1,062 1,062

建設仮勘定 30 23

その他（純額） 50 49

有形固定資産合計 5,410 5,362

無形固定資産 1,254 1,173

投資その他の資産   

長期預金 2,000 －

敷金及び保証金 6,090 6,135

建設協力金 115 106

その他 3,746 3,238

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 11,941 9,469

固定資産合計 18,606 16,005

資産合計 51,067 50,358
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,803 1,925

短期借入金 5,751 5,771

1年内返済予定の長期借入金 － 500

未払金 1,980 2,026

未払法人税等 201 103

賞与引当金 75 40

店舗閉鎖損失引当金 104 100

その他 1,508 1,511

流動負債合計 11,425 11,980

固定負債   

長期借入金 1,066 558

役員退職慰労引当金 72 83

資産除去債務 348 344

その他 343 302

固定負債合計 1,830 1,288

負債合計 13,256 13,269

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,901 5,901

資本剰余金 6,829 6,829

利益剰余金 32,792 32,232

自己株式 △8,402 △8,402

株主資本合計 37,120 36,560

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 13 △179

為替換算調整勘定 384 414

その他の包括利益累計額合計 398 234

新株予約権 35 40

非支配株主持分 257 253

純資産合計 37,811 37,089

負債純資産合計 51,067 50,358
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 13,822 12,669

売上原価 4,322 3,990

売上総利益 9,500 8,679

販売費及び一般管理費 8,870 8,583

営業利益 630 96

営業外収益   

受取利息 7 5

受取賃貸料 5 4

為替差益 35 －

受取手数料 2 2

投資事業組合運用益 － 93

貯蔵品売却益 4 31

その他 36 61

営業外収益合計 92 199

営業外費用   

支払利息 15 7

為替差損 － 216

支払手数料 10 11

持分法による投資損失 － 26

その他 10 8

営業外費用合計 35 270

経常利益 686 25

特別利益   

固定資産売却益 2 2

投資有価証券売却益 24 －

特別利益合計 26 2

特別損失   

固定資産除売却損 11 23

投資有価証券評価損 4 －

関係会社出資金評価損 － 2

店舗解約損失金 1 0

店舗閉鎖損失引当金繰入額 2 12

特別損失合計 20 38

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
693 △10

法人税等 378 90

四半期純利益又は四半期純損失（△） 314 △101

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △8 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
323 △99
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 314 △101

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 63 △193

為替換算調整勘定 △13 29

持分法適用会社に対する持分相当額 － △1

その他の包括利益合計 49 △165

四半期包括利益 363 △267

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 362 △263

非支配株主に係る四半期包括利益 1 △3
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　当社及び一部の国内連結子会社は、税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税

率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

　　　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入等に対して債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第1四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

㈱ルネット 5,600百万円 5,600百万円

その他 71 62

 

２　貸出コミットメントライン契約

　当社グループは、資金調達の機動性及び安定性の確保を目的として、取引銀行１行とグローバル・コミット

メントライン契約を締結しております。また、取引銀行５行とコミットメントライン契約を締結しておりま

す。

　貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当第1四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

（当社及び連結子会社）   

貸出コミットメントの総額 12,600百万円 12,600百万円

借入実行残高 5,426 5,400

差引額 7,173 7,199

（連結会社以外の会社）   

貸出コミットメントの総額 5,000百万円 5,000百万円

借入実行残高 4,600 4,600

差引額 400 400

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 265百万円 286百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月15日

取締役会
普通株式 463 9.00 平成27年３月31日 平成27年６月９日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月13日

取締役会
普通株式 463 9.00 平成28年３月31日 平成28年６月13日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日 至　平成27年６月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 11,841 1,981 13,822 － 13,822

セグメント間の内部
売上高又は振替高

133 22 155 △155 －

計 11,974 2,003 13,978 △155 13,822

セグメント利益又は損失（△） 704 △0 703 △73 630

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△73百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

   ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日 至　平成28年６月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 10,876 1,793 12,669 － 12,669

セグメント間の内部
売上高又は振替高

56 11 68 △68 －

計 10,933 1,805 12,738 △68 12,669

セグメント利益又は損失（△） 102 △6 95 0 96

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額0百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

   ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
6円28銭 △1円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）又は親会社株主に帰属する四半期純損失金

額（△）（百万円）

323 △99

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）又は親会社株主に帰属する

四半期純損失金額（△）（百万円）

323 △99

普通株式の期中平均株式数（千株） 51,483 51,483

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、１株当たり四半期純損失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　当社は、以下のとおり配当についての取締役会決議を行っております。

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月13日

取締役会
普通株式 463 9.00 平成28年３月31日 平成28年６月13日 利益剰余金
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月10日

株式会社三城ホールディングス

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　賢一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　 聡 　　印

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三城
ホールディングスの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４
月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に
ついて四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三城ホールディングス及び連結子会社の平成28年６月30日現
在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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